
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソフトウェアテスト技術 11/5(月) 
  -6(火) 

ソフトウェアテストの体系的な知識からバグ報告書の書き方、仕様を正しく読み取りかつ誤りや漏れを見つけ

られるテストケースの作成方法まで、ソフトウェアテストを実施するためのポイントを効率的に学ぶ。 

講師：齋藤克裕氏（(株)エス・キュー・シー 取締役） 

ソフトウェア開発における 
11/20(火)  

-21(水) 

ソフトウェア開発の現場において、品質や開発効率の向上を実現するための効率的・効果的なバグ管

理手法、およびバグ情報の分析とその活用手法について実践的な演習を交え学習する。 

講師：齋藤克裕氏（(株)エス・キュー・シー 取締役） 

バグの分析、活用手法実践 

要件定義（ビジネスアナリシス）実践 12/6(木) 

要求定義・ビジネスアナリシスを行ううえで必要な、顧客が本当に求めている真のニーズの引き出し

方について、講師の実体験を交えた講義とグループワークにより習得する。 

講師：近藤美貴子氏（(株)アイテック） 

顧客ニーズを引き出す 

ＩＴ技術者のためのネゴシエーション 10/25(木) 
-26(金) 

IT 人財に必要不可欠なクレーム対応、トラブル対応のスキル、顧客の信頼を得るスキル、新たな受

注チャンスを見つけ、提案や営業活動につなぐスキルを理論と実践により身につける。 

講師：山崎有生氏（セイ・コンサルティング・グループ(株) 代表取締役） 

リスク・マネジメント実践 12/13(木) 
-14(金) 

PMBOKⓇガイド第 6 版の改訂ポイントに触れながら、プロジェクトにおけるリスクを識別・分析

し対応策を策定する方法を、ケーススタディを通じて習得する。 

講師：佐藤義男氏（(株)ピーエム・アラインメント 代表取締役） 

（PMBOKⓇガイド第 6 版準拠） 

  

（共通事項） 
時間 各日 9：30～17：30 
会場 アエル７Ｆ会議室 または 

 アエル６Ｆセミナールーム（予定） 

（仙台市青葉区中央 1-3-1） 
  

１コースから 
受講可能です 

Web フォーム 
または申込書 

にて受付 

請求書に基づき 
期日までにお支 
払いください 

受講料の払込に
より正式申込と

なります 

裏面の注意事項もご確認ください 

仙台の 

ＩＴプロジェクトを支える 

ＳＥスキルを養成！ 

ソフトウェア開発プロジェクトを成功に

導くには？ 上流工程における要件定義の

正確さ、リスクの計画と管理、品質向上に直

結するテスト工程・バグ管理、そして何より

も社内外とのコミュニケーション・・・、様々

なスキルが必要とされます。 

本講座は、現在すでに中堅クラスで活躍さ

れているエンジニアを対象に、さらに上級の

SE として仙台のソフトウェア開発プロジェ

クトを牽引する人材へとステップアップす

るためのスキルを、自身に必要な分野に絞っ

て習得できます。 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申込 
コース 

□ IT 技術者のためのネゴシエーション（10/25-26） 
□ ソフトウェアテスト技術（11/5-6） 
□ ソフトウェア開発におけるバグの分析、活用手法実践（11/20-21） 
□ 顧客ニーズを引き出す要件定義（ビジネスアナリシス）実践（12/6） 
□ リスク・マネジメント実践（PMBOKⓇガイド第 6 版準拠）（12/13-14） 

企業名  

申込 
担当者 所属・役職  

ふりがな 
氏名  

ご連絡先 

〒 

住所： 

ＴＥＬ： 

E-mail： 

参加者① 所属・役職  
ふりがな 
氏名  経験 

年数 年 

参加者② 所属・役職  
ふりがな 
氏名  経験 

年数 年 

参加者③ 所属・役職  
ふりがな 
氏名  経験 

年数 年 

特記事項 
要望等  

この研修を知っ

たきっかけ 

□当事業団ホームページ     □当事業団の窓口      □当事業団主催のセミナー 
□せんだい E 企業だより（メールマガジン）   □当事業団フェイスブック    □ご紹介 
□チラシ（入手場所：                                 ） 
□その他（                                          ） 

申込・受講にあたっての注意事項 

①演習グループ分け等の参考にしますので、参加者の「所属・役職」、「経験年数」もご記入ください。なお、経験年数は、社会人経験のお

およその年数をご記入ください。 

②仮申込（Web フォームからの送信、または申込書の提出）後、5 営業日以内に受講料請求書を発行します。受講料のお支払いをもって

正式申込受付となります。 

③請求書記載の期日までにお支払いが確認できない場合、受講意思がないものとして仮申込を取消す場合があります。 

④一度お支払いいただいた受講料は、研修中止の場合を除き、原則として返還できかねますのでご了承ください。なお、開講前であれば、

同一人数内で受講者の変更は可能です。 
⑤事情により、研修を中止させていただく場合がございますので予めご了承ください。 

⑥本申込書にご記入いただいた個人情報につきましては、本研修開催に係る受講者の確認、受講者名簿の作成、出欠確認、受講の可否に

関する連絡、各種支援策の情報提供、研修開催後の状況確認の目的のみに使用します。 

 


